
公共交通ネットワークについて 

1.公共交通ネットワークの考え方 

「宇都宮市都市・地域交通戦略」では、公共交通ネットワークの課題を「公共交通空白地域・   

不便地域の存在」、「バス運行のサービス配分が不均衡」「公共交通の相互連携が不十分」と 

し、以下に示すように、現在のネットワークを「幹線・支線・地域内交通」といったように役 

割に応じた再構築を行い「階層性のあるネットワーク（魚の骨ネットワーク）」を確立すると 

の方向性が示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指すべき方向 
○過度に自動車に依存せず持続性の高いまちをめざす。 
○そのため、公共交通の不便な地域を出来るだけ無くし、高齢者や障がい者など誰もが利

用しやすい公共交通ネットワークを構築する。 

対応の方向性 

ネットワーク再構築による総合的な対応  
現在のネットワークを公共交通モードの役割に応じた再構築を行い「階層性のあるネッ

トワーク」を確立する。 

⇒基幹・幹線・支線・ミニバス（循環バス，コミュニティバス）・乗合タクシー等 

幹線系

支線・循環系

※太さは本数をイメージしている

現　況 魚の骨ネットワーク
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公共交通ネットワークの課題 
○公共交通空白地域・不便地域の存在 

○バス運行のサービス配分が不均衡 

○公共交通の相互連携が不十分 

図 ネットワーク再構築のイメージ 
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